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 本研究は、児童・生徒、教員、研修実施機関を対象にした理科学習・指導、研修の現状につ

いての実態調査を基に、教科教育の充実に向けた研修を推進するための方策を提示するととも

に、小学校教員の専門性や指導力の向上を図る教員研修の在り方を追究した。 

 

  本研究の成果は、以下のとおりである。 

１  児童・生徒の理科学習にかかわる状況と教員の理科に関する指導や研修についての調査から、

児童・生徒の理科学習の実態や教員の理科の指導及び研修の状況を把握することができた。 

２ 教員が求めている研修内容を研修実施機関とのかかわりからとらえることができた。これに

よって、自ら学び続ける教員を目指して、キャリアプランの作成に生かすための資料として「教

科教育研修履歴カード」及び「教科教育研修チェックカード」が提示できた。 

３ 調査に基づき、教員と研修実施機関の双方にとって研修にかかわる課題を解決するための手

がかりになるものとして、研修実施機関に期待される役割や研修例を明らかにした。ここから、

連携の一事例として、東京都教職員研修センターと東京学芸大学が行う小学校教員を対象とし

た理科研修会の研修プログラム案を作成した。 

≪抄 録≫ 
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Ⅰ 研究の視点 

 

１ 主題設定の理由 

 近年の教員の研修にかかわる国の動きとして、平成 14 年２月中央教育審議会答申「今後の教

員免許制度の在り方について」において、教員の専門性の向上を図ることが課題として取り上

げられた。また、同年６月には教育公務員特例法の改正により 10 年経験者研修が義務付けられ

た。このような国の動向を受け、東京都教職員研修センターでは、「自ら学び続ける教員」を目

指して、人事考課と連動した研修体系を導入し、10 年経験者研修をはじめライフステージに応

じた研修の一層の充実を図っている。 

 また、昨年度、本研修センター研究部の行った「教員研修の評価に関する研究」において、

今後の教員研修で特に力を入れて伸ばしていくべき資質・能力として、学習指導場面における

知識・理解・技能を高めることが課題であることが明らかになった。 

とりわけ、小学校教員においては、全教科の指導力が必要とされるため、計画的な教科教育

の研修が重要であると言える。なかでも、理科の指導には、実験や観察のための準備や安全性

の確保、物理等の各領域の特性を踏まえた教材に関する知識などの専門性が求められることか

ら、今年度は、研究対象として「理科教育」を取り上げ、小学校教員の専門性や指導力の向上

を図る教員研修の在り方を追究することとした。 

 

２ 研究の方法 

(1) 教科教育の研修プログラム作成のための実態調査（理科教育） 

  教科教育の充実のための研修プログラムの試案を作成するため、児童・生徒、教員、研修実 

施機関を対象に理科学習・指導、研修の現状に関する実態調査を行う。 

(2) 教員研修の充実に向けた方策の提示 

  ①  教員のキャリアプラン作成に生かせるよう、研修を主体的に選択できるようにするため

の資料を作成する。 

  ②  研修実施機関が教員のニーズに応える研修を企画・運営できるよう研修内容を整理し 、 

実施機関に期待される役割や連携の在り方について提示する。 

  ③  調査委員会の協議を基に、大学と連携した講座の開設も視野に入れた教員研修プログラ 

ム（理科）の試案を作成する。   

 

Ⅱ 教員研修の充実のための方策（１） 

 

１  理科教育における教員の指導及び研修の実態 

(1) 指導の状況について 

小学校教員にはすべての教科における指導力の向上が求められており、各教科にわたる研修

を受講し、自らの指導を改善しようとする意欲をもつことが必要である。そこで、本研究では

小学校教員の教科教育に関する研修や指導の状況についての実態を把握するため、特に専門性

が求められる理科教育に絞り、平成 15 年７月にアンケート調査を実施した（Ｐ59 巻末資料１
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参照）。その中で、指導の状況については、小学校教員の 73％が理科の指導に困難を感じてい 

るという実態が明らかになった。 

(2) 研修の状況について  

理科の指導に困難を感じている教員について、理科の研修の受講状況を調査した。グラフ１

から、最近３年間に理科の研修を受講したことのない小学校教員は 75％であり、小学校は中学

校、高等学校と比べ高い割合を示

していることが分かる。また、巻

末資料１によると、研修を受講し

ない、または受講できない理由と

して時間がないこと（64％）や他

の教科の研修を受講していること

（22％）という回答があり、理科

の研修を受講することが難しい状

況が見られる。他教科の研修を受

講しているとの回答が多い理由と

しては、多くの小学校教員が自分

の専門とする教科をもち、それぞれが所属している地区の教育研究会（以下、地区教育研究会

という）で、その部会に属していることが考えられる。 

このような教科の専門性を高める研修への参加は、その教科についての知識・技能や指導力

を高め、校内及び地区教育研究会で教科の中心的役割を担うということにもつながり意義があ

る。しかしその一方で、一つの教科の研修に取り組むだけでは、全科を指導するための能力や

技術を十分に備えることができないという問題も残されている。 

 

２  教員が研修を選択するための資料の作成 

調査の結果から、小学校の多くの教員は理科の指導に困難を感じながらも、研修を受講した

経験が少ないことが明らかになった。このような状況から、小学校教員の研修の在り方につい

ては、自分が専門としている教科はもとより、それ以外の指導が困難であると感じている教科

についても指導力の向上に努め、バランスのとれた資質形成を図る必要がある。 

そのためには、教員は自らの教育活動を振り返り、将来を見据え、キャリアプランを作成す

る際に、どのような課題で、どのような内容を、いつ研修すればよいかを考え、適切な研修を

選択し、受講の計画を立てることが必要となる。そこで、研修を選択する観点を①「研修課題」

②「研修内容」③「研修計画」と設定した。 

＜観点①「研修課題」＞ 

研修課題を、自分の得意とする教科の専門性を一層高める課題とともに、経験年数にかかわ

らず、基礎的な知識や指導力を身に付けることととらえた。特に今まで研修してこなかった教

科等を研修課題に取り上げることも小学校の教員には求められることである。 

また、教員が自ら設定した課題とともに、学校全体の課題として、教育課程の重点目標や校

内の研究主題なども研修課題の対象として考慮することも必要である。 

グラフ１　　　理科研修受講回数
（校種別・最近３年間）
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さらに、研修課題の選択に当たっては、管理職の役割も重要である。例えば、授業観察や面

接指導等から教科指導力の状況を把握し、その教員のライフステージに応じた研修が適切に計

画・実施されているか確認し、指導力に研修の効果が生かされていないと判断できる場合や研

修履歴に教科・内容の偏りが見られる場合などには、教員に対し研修計画の見直しを指導・助

言することなどが求められる。 

＜観点②「研修内容」＞ 

研修課題を明らかにするとともに、具体的にどのような内容を研修すればよいか、教員一人

一人が自己の課題に対応した内容を選択し、受講することが大切である。 

選択した教科等の中から、研修する内容や項目をより詳細に検討して、必要な研修内容に着

目する。例えば、指導の難しさを感じている教科の基礎的な研修内容を選択したり、学校にお

ける教育課題を組織的に解決するための「教育課題研修」や教育研究に指導的な役割を担う専

門的な教科のスペシャリストの育成をねらった「教科等指導者研修」等の発展的な研修内容を

選択したりする等、教員は、人事考課と連動した研修が受講できるよう研修内容を絞り込んだ

り、検討したりする必要がある。 

＜観点③「研修計画」＞ 

   研修課題や研修内容を選択した後には、その研修をいつ受講するか計画を立てる必要がある。

受講すべき研修として「初任者研修」「10 年経験者研修」等の必修研修や「管理職研修」「主幹

研修」等の職層研修が定められているが、そうした研修を踏まえながら、自己の課題に沿った

研修を計画することが求められる。研修計画を立案する場合には、数か年の期間で計画する長

期的な視点と、緊急な課題として年度中や学期中に計画する短期的な視点の双方から考慮し、

計画的に受講できるようにする。       

 

(１)  「教科教育研修履歴カード」の活用 

教員にバランスのとれた資質形成を図るためには、自ら研修課題を見いだし、それをキャリ

アプランに反映させる必要がある。そのための資料として、上記の３つの観点を踏まえて「教

科教育研修履歴カード」（図１）を作成した。この履歴カードは、教員が研修上の課題を見付

けられない、計画が立てられないなどの問題を解決するための具体的な資料として活用するも

のである。 

この教科教育研修履歴カードの利点は以下のとおりである。 

・「研修課題把握」「研修計画立案」に活用できる。 

・キャリアプランの様式に準じたカードとしたため、キャリアプラン作成時に活用できる。 

・過去の研修履歴の記入により、自己の教科教育についての研修状況が把握できる。 

・記入のカテゴリーを「専門的に研修している教科」「各教科等」「校内研修」に分け、研修

してきた教科等の偏りなどを見付ける手掛かりとすることができる。 

・「授業に生かすことができた研修成果」という項目への記入により研修の成果を確かめ、

研修の自己評価ができる。 

これらの利点を生かし、体育を専門的に研修・研究している教員が研修を適切に選択する

ために、このカードをどのように活用するか、図１を例に述べる。 
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この教員は、これまで各教科における自らの研修履歴をカードに記入したところ、体育につ

いては多くの記入事項があり、研修の結果として高い資質・能力が身に付いたと自己評価して

いる。しかし、国語や理科については、受講していないことも明確になり、今後のキャリアプ

ランに研修すべき研修課題や研修内容として位置付ける必要性に気付くことができた。 

 

図１                                     

立 ○○小 学校
立 △△小 学校 氏　名
立 学校

１　　年 ２　　年 ３　　年 ４　　年 ５　　年 ６　　年 ７　　年 ８　　年 ９　　年 １０　　年

（　７　年度） （　８　年度） （　９　年度） （１０　年度） （１１　年度） （１２　年度） （１３　年度） （１４　年度） （１５　年度） （　　　年度）
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校内研究授業

校内研究授業

ﾊﾟｿｺﾝ研修 ﾊﾟｿｺﾝ研修 教育相談研修 教育相談研修
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　区教育研究会

体育の研究授業

で個に応じた指

導を身に付ける

ことができた。

　総合的な学習

の時間の年間指

導計画を立てる

とともに国際交

流の単元を開発

した。

　体育の実技伝

達講習会で学ん

だことをもとに

ボール運動の単

元を開発した。

　体育主任研修

会での研修をも

とに、水泳にお

ける安全指導の
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数において、学

年で少人数指導

について取り組

んだ。
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研修で学んだこ

とをもとに体育

の各学年ごとの

評価規準を作成

した。

　東京都教員研

修生として機械

運動の単元開発

を行い、検証授

業を通して研究

の成果と課題を

まとめた。

授業に生かすことが
できた研修の成果

７年　　４月　　１日
１１年　　４月　　１日

　 　年　　　月　       日
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　習会
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　修受講

・初任者研
　修
（水泳実技
　研修）

・区教育研
　究会授業
　参観

 

(3)  「教科教育研修チェックカード」の活用 

 図１で示した「教科教育研修履歴カード」を活用することにより、教員は自ら課題とすべき

教科等を決定することができる。そして、課題とすべき教科等については、研修内容、研修時

期等を検討し、今後の研修計画を立てることが必要になる。そのための資料として「教科教育
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研修チェックカード」（図２）を作成した。このカードは、教員の授業改善の方向を具体化で

きるよう研修内容や項目等を焦点化するために活用するものであり、作成に当たっては各教科

等の特性を踏まえ研修内容等の項目を考慮するなど、教科ごとに様式を変更する必要がある。 

この教科教育研修チェックカードの利点は以下のとおりである。 

・「研修内容の検討」「研修計画の立案」に活用できる。 

・教科教育の研修内容や項目、領域をチェックすることで研修履歴を確認することができる。 

・「実技研修」や「器具の取り扱い」など理科の研修として、どの教員にも身に付けておくべ

き基礎的な研修内容を示しており、研修すべき内容を把握することができる。 

・研修の段階を「基礎・充実研修」と「発展研修」に分けて示すことで、教科における研修の

進み具合を全体的に把握できる。 

・カード右側に記載された研修内容や項目について学年別、領域別にチェックすることで、自

己の研修履歴とともに、課題とする研修内容が詳細に把握できる。 

図２ 

教科教育研修チェックカード （小学校・理科） 

 

実技研修 指導法の研修 研修した内容 研

修

内

容 

研 

修 

段 

階 

安全に関する

指導 

器具の 

取り扱い 
その他    

実技・現地研修 

 

理科概論 
（ 問 題 解 決 学

習・評価等） 

 

プラン作成 
（ 指導案、年間

指導計画、評価

規準） 

 

授業研究 
 

領

域

学

年

Ａ領域     

生物とその環境 

Ｂ領域    

物質とエネルギー 

Ｃ領域    

地球と宇宙 

第
３
学
年

□昆虫の育ち方 
□植物の育ち方 

□日光 
□電気を通すつ
なぎかたと通
すもの 

□磁石のはたら
き 

□日なたと日か
げ 

第
４
学
年

□季節ごとの動
物の活動、植物
の成長 
 

□空気と水の圧
力による変化 

□金属、水、空
気の温度によ
る変化 

□乾電池、光電
池のはたらき 

□月と星の動き
□水の状態変化

第
５
学
年

□植物の発芽、成
長、結実とその
条件 

□動物の発生や
成長（魚、人） 

□ものの溶け方 
□てこのはたら
き 

□おもりのはた
らき 

□天気の変化 
□水のはたらき

と土地の変化
の関係 

基 
礎 
・ 
充 
実 
研 
修 

□安全な実験
指導法 

□事故防止と
薬品管理 

□理科室の経
営の在り方 
 

□実験の基本
（アルコール

ランプ、ガス

バーナー、顕

微鏡、廃液の

処理の仕方）

□視聴覚機器
の取り扱い
（教材提示
装置、ﾃﾞｼﾞ
ﾀﾙｶﾒﾗ、パソ
コン） 

□最新機器の
取り扱い 
 

□野外観察指
導の基本的
技術 

（動植物） 
□水溶液の作
り方 

□ものづくり 
□観察・実験
の記録のと
りかた 

□自然への探
究心を高め
る野外観察
（地層、川
の は た ら
き） 

□身近な素材
を生かした
教材開発 

□問題解決能
力を育てる
学習指導 

□科学的な見
方や考え方
を育てる指
導 

□理科の評価
□理科教育の
今日的課題
と今後の展
望 

□観察、実験
を重視した
指導計画 

□授業案作成
□個に応じた
学習と指導
方法 

□理科年間指
導計画の作
成 

□理科評価規
準の見直し
 

□授業参観 
□教育研究会
理科部授業
参観 
 

□教育研究会
理科部授業
提案 

□教育研究員
理科地区発
表 
 

発

展

研

修 

□安全に関す
る指導 

□実技研修会
講師 

□現地研修会
講師 

□理科概論指
導的役割 

□プラン作成
指導的役割

□教育研究会
指導案協議

□教員研究生
□大学院派遣

第
６
学
年

□人及び他の動
物の体のつく
りとはたらき 

□生物と環境と
のかかわり 

□水溶液の性質
やはたらき 

□燃焼 
□電磁石のはた
らき 

□土地のつくり
と変化 

 

※ 基礎・充実研修…教科の基礎的な指導力を身に付け、充実させるための研修         

発展研修…………専門性を向上させるための研修 
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以上のように「教科教育研修履歴カード」や「教科教育研修チェックカード」の活用によっ

て、教科教育における主体的な自己の研修課題の把握とともに研修計画の検討及び詳細な受講

内容の選択ができると考える。このように、キャリアプランの作成に見通しがもてることは、

研修への意欲が高まり、学び続ける教師の育成につながることが期待できる。 

 

Ⅲ 教員研修の充実のための方策（２） 

 

１ 研修実施機関に期待される役割 

  教員が自己の課題に合った研修を受講するためには、課題に対応する研修が研修実施機関に

よって整備されることが必要である。現在、教員研修を実施する機関は、東京都教職員研修セ

ンター、区市町村教育委員会、地区教育研究会、大学等がある。そこで各研修実施機関が実施

している研修の現状と課題を把握し、それを踏まえて各研修実施機関に期待される役割や、連

携の在り方等について考察することとした。 

(1) 研修実施機関の研修の現状と課題 

①  東京都教職員研修センターにおける研修（理科Ⅰ・Ⅱ）の現状と課題 

東京都教職員研修センターでは、教職員のライフステージに応じた研修の充実を図る観

点から、研修体系を改訂してきた。教科教育充実のための研修には、選択課題研修の中で

の「キャリアアップ研修」がある。 

このキャリアアップ研修（理科Ⅰ・Ⅱ）について実態を把握するため、平成 14 年度の受

講者を対象に実施したアンケートを分析したところ、次のことが明らかになった。 

まず、理科Ⅰを受講した小学校教員の参加目的を調べたところ、「基礎的・基本的な知識

や指導技術の見直し」「問題解決学習での課題の見付け方」「安全な実験の仕方」といった

理科教育の基本を学びたいという記述が見られた。次に、理科Ⅱを受講した教員の参加目

的は、校種を問わず、「問題解決能力を育てる学習指導のポイント」「教材開発の視点」「他

校種の授業参観を踏まえた授業改善」といった、理科教育の充実を目指す記述が多く見ら

れた。 

このように、研修受講者は、理科Ⅰでは実技研修等を通して指導の基礎を、理科Ⅱでは

授業研究を通して専門性の向上を、それぞれ目指して研修に参加していると言える。さら

に受講者の感想からは、校種の異なる授業研究は、直接自分の授業改善に生かすことがで

きないなどの記述も見られ、研修内容が受講者の希望に必ずしも合致していないことや定

員が限られているため、希望している研修に参加することができないなどの意見も記述さ

れている。以上のことから、本研修センターの課題として、教員の研修課題や研修内容に

沿った講座や内容を精選・充実していくことが挙げられる。 

②  区市町村教育委員会における研修の現状と課題 

     区市町村教育委員会の教科教育等についての教員研修の状況を把握するため、平成15年

10月に調査を実施した。その結果、教科教育等の研修は、人権教育や教育相談、パソコン

研修などの教育課題等の研修と比較すると実施回数が少なく、全教科にわたって研修会が

実施されていないという実態が明らかになった。 
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さらに、理科の研修に着目すると、全 

 体の80％の区市町村教育委員会から「希 

望教員を対象とした理科の研修を行って 

いる」との回答を得た。その研修内容は 

グラフ２のとおりである。いずれの研修 

内容もほぼ４割程度実施されており、基 

礎的な内容を中心にして「実技研修」を 

重視した研修プログラムが実施されてい 

ることがうかがえる。 

また、研修プログラムの実施状況に関 

する記述からは、いくつかの区市町村教育委員会が協力して合同研修を行うなどの運営上の 

工夫が見られた。しかし、教科に関する研修として特に理科研修だけを行いにくいことや研

修会の内容にふさわしい講師を招聘することが難しい現状もあるなどの課題も見られた。 

③ 小学校理科教育研究会（地区教育研究会）における研修の現状と課題 

小学校においては、地区の教科別 

  教育研究会が研修や研究を積極的に 

推進する役割を担っている。そこで、 

地区教育研究会を対象にした実施状 

況調査を行った（平成 15 年 10 月）。 

その結果、ほとんどの地区教育研究 

会が月に一回程度定例会を開き、教 

科等の専門性を高める研修や研究を 

行っているという実態が明らかにな 

った。 

さらに、地区教育研究会（理科部 

会）の 92％から「教員を対象とした理科の研修を行っている」という回答を得た。また、調

査における記述から３割程度の地区教育研究会で「理科部員以外の参加者を増やしたい」「区

（市）に理科の研修を広めていきたい」との記述があり、研修・研究の拡大を願っている状

況も分かった。 

  研修内容と実施率はグラフ３のとおりである。地区教育研究会（理科部会）は、理科を専

門としている教員で構成されており、区市町村教育委員会が実施する一般的な研修内容より

「ものづくり、教材開発」など専門性の高い研修内容が 60％と多くなっていることや地域性

を生かした現地研修が 78％と多くなっていることが分かる。また、この調査の記述から年間

を通して授業研究に重点をおいている研究会が多いことも明らかになった。 

さらに、運営上の課題についての自由記述からは、月例会が同じ日程で行われているため、

所属する教科等以外の研修会に参加することが難しいことや基本操作等の実技研修は実施し

ているものの研修内容には専門的な内容が多く、理科部員以外の教員を対象とした研修の実

施は少ないことが課題として挙げられている。 

グラフ３ 理科の研修内容別実施率 

    （地区教育研究会） 調査数：５０     

78
38

60

34
26
24

10

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理科室・準備室の整
備・管理

理科の理論的な研修
（演習）

理科の理論的な研修
（講義）

実技、観察の安全指
導（含薬品管理）

実技研修（ものづく
り、教材開発）

実技研修（基本操
作）

現地研修

グラフ２ 理科の研修内容別実施率 

      （区市町村教育委員会） 調査数：５０ 
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理科室・準備室の整

備・管理

理科の理論的な研修

（演習）

理科の理論的な研修

（講義）

実技、観察の安全指導

（含薬品管理）

実技研修（ものづく

り、教材開発）

実技研修（基本操作）

現地研修
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(２)  研修実施機関に期待される役割と研修の例 

  教員が主体的に研修を選択できるようにするためには、各研修実施機関がそれぞれの特色を 

生かした研修プログラムを企画するとともに、教員に対して研修のねらいや内容等の情報提供 

を行うことが必要である。そこで本研究においては、調査等の結果に基づいて明らかになった 

各研修実施機関における研修の現状と課題を踏まえ、各研修実施機関に期待される役割を導き 

だすとともに、そこで実施される望ましい研修例の試案を示すこととした（表１）。この表は、 

研修を企画する側と受講する側の双方にとって研修にかかわる課題を解決する手がかりとなる 

ものである。 

 表 １  研修実施機関に期待される役割（○）と研修の例（・） 

研修実施機関 研修の連携先 

 

東京都教職員 

研修センター 

区市町村 

教育委員会 
地区教育研究会 大学 

公共機関や 

民間等 

期
待
さ
れ
る 

役
割 

○ライフステージ

に応じた研修の

企画 

○個に応じた研

修の企画 

○実技研修や実習

など教科教育の

向上を目指した

研修の企画 

○教育課題別の研

修 

○専門性の向上 

○授業の改善を

目指した身近

な研修の企画 

○研修実施機

関との連携 

○専門性の活

用 

○現職教員研

修 

○研修実施機

関との連携

○講師の派遣

○情報の発信

研
修
例 

・キャリアプラン

に基づく専門

研修 

・ライフステージ

に応じた選択

課題研修 

・教科教育の今日

的な課題に対

応した研修 

・地域の特色を生

かした現地研

修（基礎・充実）

・長期休業日中に

おける教科等

の指定研修 

（基礎・充実）

・教科主任研修 

（発展） 

・ねらいに応じて

講師を招聘し

た課題別研修 

・授業改善をねら

った教科等研

修（発展） 

・教材開発研修 

・地域の特色を生

かした現地研

修や実技研修 
（基礎・充実）

・学習活動の情報

交換に基づく

研修 

（基礎・充実）

・理科を専門

としなかっ

た教員対象

の研修 

（基礎・充実） 

・先端科学技

術の研修 

（発展） 

・最新の情報

や教材を提

供する訪問

研修 

・地域、保護

者にも開か

れた短期研

修 

・学校ごとの

訪問による

研修 

実
施
上
の 

工
夫 

○講座数の増設

と研修の質の

向上 

○研究と研修の

一元化 

○他の区市町村

と合同で研修

を共催 

○部員以外の教

員に研修成果

を広める工夫 
・学校ごとの研修

・教育研究会便り

○実施機関との連携により、研

修案内と広報の充実 

 

上記の表１を活用することにより、各研修実施機関が相互に連携して研修を一層充実させる

ことが可能となると考えた。ここでは、複数の研修実施機関が連携して研修を企画・運営する

例を試案として提示する。 

① 区市町村教育委員会と地区教育研究会との連携による研修の例 

     区市町村教育委員会や地区教育研究会は、ともに同一地域の教員を対象に研修を実施し

ていることから、容易に連携を行うことが可能となる。さらに両者が連携することにより、

区市町村教育委員会の課題である「講師の招聘や研修会場の確保」と地区教育研究会の課

題である「部員以外の教員の資質向上を目指した研修の実施」の解決を図ることも可能と
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なる。例として、教科の基礎的な研修の受講を希望する教員を対象とした研修の実施にお

ける具体的な手順を図３に示した。 

 

図 ３ 連携と運営例 

 

区 市 町 村 教 育 委 員 会 の 役 割    地 区 教 育 研 究 会 理 科 部 の 役 割 

 

②  大学と連携した研修の例 

大学と連携した研修を実施することによって、より高い専門性の向上を目指した研修を

企画することが可能となる。平成 14 年度より東京都教職員研修センターでは、東京学芸大

学やお茶の水女子大学等と連携し、サイエンス・パートナーシップ・プログラム事業にお

いて教員研修を実施している。表２に示した各講座のうち「理科を専攻してこなかった教

員のための基礎的な観察技法の習得」の研修は、小学校教員を対象としたものであり、身

近な素材の教材化や授業ですぐに活用できる指導の工夫等について取り上げた。それ以外

の研修は、やや高度な内容や教材を扱っており、先進科学を学ぶことを目的としている中

学校・高等学校の教員を対象としたものである。 

表 ２ 平成 14・15 年度 大学と東京都教職員研修センターが連携した教員研修 

実施機関 研 修 内 容 

東京学芸大学 学校で簡単に教えることができる遺伝子組換え実験 

理科を専門としてこなかった教員のための基礎的な観察技法の習得 

お茶の水女子大学 動物細胞の培養と遺伝子の発現 ／ キット化による理科実験支援 

ショウジョウバエから遺伝子へ ／ 糖鎖科学入門  等  

ア 研修の概要を計画する。 
・実施時期・・・夏季休業日中の半日 
・対象・・・理科を得意としていない小学

校教員 
・内容・・・観察、実験における安全指導

及び２・３学期の教材研究 
・講師・・・地区教育研究会理科部担当校

長に講師を依頼する。 

イ 研修の細案を作成する。 
・内容・・・火器の取り扱い、水溶液の作

り方、各学年の単元に応じた
研修 

・担当・・・学年に応じた研修の講師・準
備を決める。 

・教育委員会に報告をする。 
ウ 研修内容を決定する。 
・教育研究会から出された案をもとに、研

修内容を決定する。 
・研修案内を全小学校に配布する。 エ 小学校教員に広報活動を行う。 

・詳しい研修情報を発信する。 
・理科便りなどを全小学校教員に配布する。

オ 研修を実施する。 

・研修のねらいを周知し、目的意識
をもたせる。    

・研修受付など実務を担当する。

・研修のニーズに応じた講師を選定
する。 

・円滑な研修の運営に努める。 
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先進的な研究や教員養成を役割とする大学と現職教員研修を役割とする東京都教職員研

修センターが連携して研修を行うことは、教員養成段階から現職教員研修まで継続して教

員の資質向上を目指す上で効果が期待できる。 

③  公共機関や民間等と区市町村教育委員会とが連携した研修 

調査から区市町村教育委員会や地区 

教育研究会は、公共機関や民間等と連 

携した研修を実施していることが分か 

った。 

連携の実態は、グラフ４のとおりで 

ある。具体的な連携先としては、公共 

機関では博物館や科学館、科学センタ 

ー等があり、民間等ではＮＰＯや地域 

の人材を活用した研修の例が挙げられ 

ている。 

これらの研修では、年間を通した研 

 修より単発の研修が多く、また、参加する教員は個人的に収集した情報によって研修の申

し込みをしている場合がほとんどであり、多くの教員にとっては研修の種類や内容、実施

時期等の情報を得ることが難しい状況にある。 

 

２ 教員研修プログラム（理科）の試案  

次に、調査により明らかになった各研修実施機関の課題を基に、望ましい研修プログラムの 

案を提示することにした。研修プログラムの作成に当たっては、平成 15 年７月に実施した「児

童・生徒の理科に関する意識調査」及び「教員の理科指導や研修に対する意識調査」（巻末資

料１・２参照）を踏まえ、児童や教員の実態に基づいた研修プログラムとなるよう工夫した。 

(1)  基礎・充実研修プログラムについて 

 小学校の教員を対象にした調

査では、グラフ５のように 76％

の教員が「理科について指導は

好き」と回答している一方で、

「理科の授業は指導しにくい」

と回答している教員も 73％お

り、ほぼ同じ割合となっている

ことが分かった。 

また、グラフ１（Ｐ46 参照）

で示したとおり、小学校教員の 75％が最近３年間で一度も理科の研修を受けていないことや、

多くの教員が指導に必要な基礎知識や観察、実験のための基礎的技術を身に付ける研修などを

希望していることも分かった。 

 このような実態から、理科の指導がしにくいと感じながらも研修を受けていない教員を対象

グラフ４ 　公共機関や民間等と連携して理科研修を

行っている割合

24

48

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地区教育研究会

区市町村教育委員会

グラフ５　理科指導について

好き 76

指導しにくい
73

指導しやすい 27

嫌い 24

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理科は
指導しにくい

理科の
指導が好き
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とした理科の基礎的な研修を行う必要があると考えた。 

また、児童の理科の学習に対する実態からも教員研修の在り方を検討することが大切であ

る。グラフ６からは、児童が好む学び

方として、７割以上の児童が、観察、

実験をすることや野外で学習するこ

とは、好きであると回答している。し

かし、「理由を考えたり、推論したり

することが好き」と答えた児童は、約

５割程度であった。 

さらに、過去の調査結果からも言え

ることであるが、小学校６年生を境に

理科を好まなくなる傾向があること

から、研修プログラムの試案を作成する際に、児童が好きな観察、実験を取り入れた授業が適

切にできるよう「実技研修」を充実させることや、児童が見通しをもって観察、実験ができる

よう問題解決学習などができるようにした。 

このようにして作成した「基礎・充実研修の試案」の研修プログラムは表３のとおりである。

この研修のねらいは、理科を指導するすべての教員に基本的な操作や指導法を習得できるよう

にすることであり、前半の講座では、理科教育の概論をつかみ、児童に推論する力をはぐくむ

指導法について講義・協議により研修する。後半の講座では、安全な観察、実験を行うために

最低限必要な技能の習得について実習により研修を行う。 

 

表 ３ 基礎・充実研修 「科学的な見方や考え方を育てる学習指導」（試案） 

＜ねらい＞ 理科学習の指導の基本的な知識や技能の習得を図り、科学的な見方や考え方を育てる指導力を身

に付け、授業改善に生かす。 

回 期間 時間 研修内容・研修のポイント 講 師 備考 

理科教育の今日的課題と今後に向けての展望 

           （講義・協議） 
１ 

夏季

休業

日中 

9:00 

～ 

12:30 
・問題解決能力や科学的な見方や考え方を育てる学習指導 

・観察、実験を重視した学習指導と評価に関する実践報告 

指 導 法

の研修 

観察、実験の機器の基本操作と安全な実験指導法       

（講義・実習） 

２ 

夏季

休業

日中 

13:30 

～ 

17:00 

・観察、実験の基本的な技術と指導方法 

・事故防止と薬品管理 

・観察カードづくり（スポット研修） 

大学教授 

校長 

発展研修

を受講し

た教員  

等 

実 技 研

修 

(※ｽﾎﾟｯﾄ

研 修 参

照)  

※｢スポット研修｣…授業ですぐに生かせることをねらい、短時間で習得できるよう内容を整理した研修 

表３における実技研修は、その一部を各学年の学習内容に即して選択できるように工夫して

おり、表４に示したスポット研修と差し替えることにより、効果的に研修を実施することが可

能となる。このスポット研修については、身近な教材を使用しているため、準備も簡略であり

短時間で実施できる校内の実技研修として活用することも可能である。 

グラフ６　児童が好む学び方について

72

80

54
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表 ４ スポット研修（試案） 

＜ねらい＞ 観察、実験の基本的な手法や教材開発を短時間で習得し、授業で具体的に生かす。 

領域 対象学年 研 修 テ ー マ 研 修 内 容 

３～

６年 

観察カードづくり 

（理科の観察記録は線と点で

描くの！？） 

Ａ領域で重要視される継続観察。どんなカードが効果的か。

実際に昆虫や植物を観察、記録することを通して、学年ごと

に観察するポイントは何かを明らかにする。 

３年 

昆虫の飼育 

（モンシロチョウの幼虫から

ハエの幼虫が・・・） 

キャベツが校庭にあれば夏季休業日近くまでモンシロチョ

ウの成長が観察できる。飼育のポイントは何か、環境作り、

寄生虫への注意などを通して昆虫飼育の基礎を学ぶ。 

Ａ 

５年 

顕微鏡・解剖顕微鏡の扱い方 

（デンプンは何倍で見ればい

いのだろう？） 

顕微鏡と解剖顕微鏡のそれぞれの扱い方と、観察に適したも

のを実技研修を通して調べる。また、双眼実体顕微鏡の扱い

にも慣れるなど観察器具の適切な取り扱いを身に付ける。 

３年 

ものづくり１ 

（豆電球をつかったおもちゃ

づくり） 

電気を通すものと通さないもの、電気の通り道が一つの輪に

なっていれば豆電球は光る。この二つの条件からおもちゃを

つくり、ものづくりの基礎を学ぶ。 

４年 

ものづくり２ 

（光電池をつかったおもちゃ

づくり） 

光電池を直列につないでも電圧は２倍にはならない。光電池

の特性を生かしたおもちゃづくりを通して、ものづくりの基

礎を学ぶ。 
Ｂ 

５年 

・ 

６年 

薬品の扱い方 

（ヨウ素液って売っていない

の！？） 

塩酸や水酸化ナトリウムを実際に希釈し、実験で効果的に使

える濃さにする。また、準備室での薬品の管理や廃液の処理

の仕方など、授業で扱う薬品について基礎的な知識や安全管

理について学ぶ。 

３年 

太陽高度のはかり方 

（影を利用して太陽高度を測

定する） 

遮光板を使って太陽を実際に観察する。フロッピーケースな

どを利用して、安全で簡単な太陽高度測定器を作成するな

ど、観察や記録のしかたの基礎を学ぶ。 

４年 

月や星の指導 

（手を伸ばして５円玉をのぞ

くと、中に満月が見られる！）

昼間は観察が難しい天文教材を月の動きを中心にした指導

の工夫で解決していく。また、星座早見盤・パソコンソフト

を活用し、天文分野の専門性を高めることを図る。 

５年 

流れる水のはたらきの観察 

（校庭や道路を利用した観察

の工夫） 

流水実験器だけに頼らず、校庭や道路を利用して流れる水の

はたらきを実物から観察する。身近な自然を教材化した授業

展開の仕方を身に付ける。 

Ｃ 

６年 

大地のつくりを調べる 

（石灰岩に塩酸をたらすと泡

が！昔、ここは海だった！？）

身近に地層の露頭が見られない環境の中、ボーリング試料を

利用しての授業展開の方法を学ぶ。あわせて、岩石ハンマー、

ルーペの使い方も実習し、現地学習に生かす。 

 

グラフ７に見られるように、教員の意識

調査の結果からは、理科を指導しにくいと

感じている指導内容は、学習指導要領のＡ

領域「生物とその環境」が最も多く（49％）、

次いでＣ領域「地球と宇宙」が 34％、Ｂ領

域「物質エネルギー」が 17％であった。 

こうした実態を踏まえ、東京都教職員研

修センターと東京学芸大学が連携して研修

内容を検討し、平成 16 年度のキャリアアッ

プ研修「理科ⅡＤ連携講座」では、表５に

あるような研修を行うこととなった。 

 

 

グラフ 7　指導しにくいと感じている領域

49

17

34
Ａ領域　　　　　　
生物とその環境

Ｂ領域　　　　　　
物質とエネルギー

Ｃ領域　　　　　　
地球と宇宙
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表 ５ 基礎・充実研修 「児童に感動を与える理科の指導」（試案）  ～理科ⅡＤ連携講座～ 

＜ねらい＞理科の指導を見直したい教員を対象に、小学校理科Ａ・Ｂ・Ｃ各領域の基礎的な観察、実験の技法

を習得し、授業改善に生かす。 

回 期間 時間 研修内容・研修のポイント 講 師 備考 

〈Ａ領域〉「花は葉からできた」「植物の知恵」 

身近な自然の教材化－花と果実を教材にして－ （講義・実習） 

１ 

夏季

休業

日中 

9:00 

～ 

12:30 

・自然への興味・関心と探究心を高める指導 

・野外観察の指導の基本的な技術 

・観察記録のとり方 

・見通しをもった観察や実験 

・「植物を育てよう」（小学校３年）、「花から実へ」（小学校５年）

に関する学習指導 

東京学芸

大学教授 

 

実技研

修  

 

 

〈Ｂ領域〉「発光ダイオードを使ったものづくり」（講義・実習） 

・ものづくり（サーキットボードとミニライト）を通した実感を

伴う指導 

・「電気」に関する学習指導（小学校３，４，６年） 

東京学芸

大学教授 

〈Ｃ領域〉「土壌は何からできているか」    （講義・実習） 
２ 

夏季

休業

日中 

13:30 

～ 

17:00 

・観察・実験器具の取り扱い（顕微鏡、蒸発皿） 

・野外観察の指導の基本的な技術（地層） 

・「大地のつくり」に関する学習指導（小学校６年） 

東京学芸

大学教授 

実技研

修 

 

(2)  発展研修プログラムについて 

 理科を得意とする教員に対しては、教科指導における指導的役割を担えるよう専門性を高め

る研修を継続して行う必要がある。研修内容としては、理科主任としての役割や安全に使用で

きる理科室の整備の仕方、校内や区市町村の教員の理科の指導力を高める研修の企画・運営な

どが考えられる。このように、理科の研修において講師としての専門性と指導力を身に付ける

ことが、発展研修プログラムのねらいであり、その発展研修プログラムの試案を表６に示す。 

 

 表 ６ 発展研修 「教科指導におけるリーダーとして、理科の専門性を高める研修」（試案） 

＜ねらい＞学習方法の改善に必要な専門的な知識や理科室を効果的に活用する技法の習得を図り、科学的な見

方や考え方を育てるための指導の仕方を身に付け、授業改善に生かす。 

回 期間 時間 研修内容・研修のポイント 講 師 備考 

教科指導におけるリーダーとしての組織的・計画的な研修（理

科）                   （講義・協議） 

１ 

夏季

休業

日中 

9:00 

～ 

12:30 

・理科室の整備と安全管理 

・理科の研修の企画・運営上の留意点 

・事例発表による理科の研修の実際 

校長等 

 

 

指 導 法

の研修 

 

科学的な見方や考え方を育てる理科授業  （授業研究・協議） 

２ 
２学

期 

13:30 

～ 

17:00 

・評価方法の工夫による授業改善 

・児童・生徒が主体的に探究する態度を育成する理科室の効果

的な活用法 

発展研修

を受講し

た教員 

指 導 法

の研修 
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 このほか、より高い専門性を身に付けたい教員のために、「先進的な科学技術」について大学

で学ぶ研修プログラムの試案を表７に示す。 

 

表 ７ 発展研修 「先進的な科学の情報を活用し、感動を与える新しい授業の創造」（試案） 

＜ねらい＞ 先進的な科学技術の情報を活用し、新しい教材や指導方法による授業研究や事例発表を通して指

導力を身に付け、授業改善に生かす。 

回 期間 時間 研修内容・研修のポイント 講 師 備考 

先進的な科学技術分野における研究の現状   （講義・協議） 

１ 

夏季

休業

日中 

9:00 

～ 

12:30 

・最先端の実験機器や情報機器の活用 

・教材の工夫や改善について事例発表 

大学教授 

 

 

指 導 法

の研修 

実 技 研

修 

科学的に探究する能力と態度を育てる授業 （授業研究・協議） 

２ 

夏季

休業

日中 

13:30 

～ 

17:00 

・問題解決能力の育成 

・授業展開と評価 

発展研修

を受講し

た教員 

指 導 法

の研修 

 

Ⅳ 研究のまとめと今後の課題                                                  

  

１ 研究のまとめ 

  本年度は、教科教育のうち「理科教育」を取り上げ、児童・生徒の理科学習にかかわる状況

や教員の理科の指導・研修の実態把握、研修実施機関への研修状況の調査を通して、研修実施

機関や大学等のそれぞれに期待される役割を明確にし、教員研修の在り方について追究した。 

  研究の成果を以下の３点にまとめた。 

  第１は、児童・生徒の理科学習にかかわる状況と教員の理科に関する指導や研修についての 

調査から、児童・生徒の理科学習や教員の理科の指導及び研修状況についての現状と課題を把 

握することができたことである。 

 第２は、教員が求めている研修内容を研修実施機関とのかかわりからとらえることができた

ことであり、これによって、自ら学び続ける教員を目指して、キャリアプランの作成に生かす

ための資料として「教科教育研修履歴カード」及び「教科教育研修チェックカード」が提示し

たことである。 

  第３は、調査に基づいて、研修実施機関に期待される役割や研修例を明らかにするとともに、

教員研修プログラム（理科）の試案を示すことができたことである。特に、本研究での試案を

もとに東京都教職員研修センターと東京学芸大学とが連携して実施する小学校教員を対象とし

た「理科ⅡＤ連携講座」を来年度から開設できたことは大きな成果である。 

 

２ 今後の課題 

  提示した資料の活用及び試案の実施により、その有効性を探り、研修実施機関の連携のもと 

に双方の研修に反映させること、また、教科教育充実のために開発した教科教育研修チェック 

カードを他教科等でも作成することが課題である。 
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小学校 中学校高等学校 全体
1 76 － － 76
2 49 － － 49
3 49 － － 49
4 34 － － 34
5 73 67 59 66

領域または分野 Ａ領域 49 － － 49
Ｂ領域 17 － － 17
Ｃ領域 34 － － 34
１分野 － 45 50 48
２分野 － 55 50 52

負担を感じる理由 理科が専門でない 2 1 3 2
理科が苦手 9 5 2 5
指導法がわからない 12 16 11 13
研修を受けていない 0 1 1 1
その他 77 77 83 79

6 67 86 90 81
7 32 － － 32
8 65 － － 65
9 55 － － 55

10 88 79 54 74
11 94 94 82 90
12 42 30 24 32
13 42 28 20 30
14 56 － － 56
15 80 89 85 85
16 71 － － 71
17 77 94 94 88
18 88 91 94 91
19 78 45 35 53
20 61 70 72 68
21 最近３年以内に、理科の研修を何回受けましたか。 回　数 ３回以上 9 29 21 20

２回 5 12 5 7
１回 11 13 12 12
なし 75 46 62 61

研修を受けた場所 区市町村教育委員会主催の研修 26 25 4 18
校内研修 13 0 1 5
センター研修 7 15 29 17
教育研究会 34 31 9 25
その他 20 29 57 35
時間がない 64 75 59 67
受けたい研修がない 10 11 22 14
他の教科の研修を受けている 22 11 10 14
その他 4 3 9 5

22 63 － － 63
23 72 － － 72
24 72 － － 72
25 65 － － 65
26 66 － － 66
27 67 － － 67
28 29 56 40 42
29 11 － － 11
30 教育課題や他教科等との関連 9 8 4 7

最新科学情報 18 10 22 17
ハウ・ツーもの 55 53 43 50
その他 18 29 31 26

31 85 88 88 87
時期が合わない 14 18 15 16
研修内容が難しい 14 24 50 29
研修内容が新しくなかった 14 24 5 14
環境が整っていない 14 34 20 23
その他 44 0 10 18

32 42 66 83 64
感動しない 18 16 11 15
体験したがらない 30 22 15 22
考えようとしない 17 29 25 24
理科的知識がない 6 9 11 9
その他 29 24 38 30

33 感動する理科 － 19 11 15
体験重視の理科 － 34 27 30
考える力を養う理科 － 9 14 12
知識の定着 － 26 22 24
その他 － 12 26 19

「理科教育に関する教員の意識調査」集計結果　　

私は、これからの理科教育の方向性や問題解決学習の進め方についての研修に参加したい。

私は、実験の準備で、予備実験をしています。

私は、理科の指導法や授業研究の研修に参加したい。

私は、理科の授業で、児童に考えさせることを大事にしています。
私は、理科の授業で、友達と調べたり、話し合ったりする活動を多くとり入れるようにしています。

設　問
私は、理科の指導を行うことが好きです。
私は、Ａ領域（生物とその環境）の指導が得意です。
私は、B領域（物質とエネルギー）の指導が得意です。

本校では、理科の授業において、協力的な指導体制をとっています。
今、指導している児童は、理科に興味・関心をもっています。
私は、理科の授業で、観察や実験を多く行うようにしています。

私は、理科実技研修（実習、現地研修、教材開発）に参加したい。

私は、理科の授業で「ものづくり」を積極的にとり入れています。

研修を受けない
または

受けられない理由

活用できなかった
理由

私は、児童が理科で学習したことが日常生活に役立つようなはたらきかけをしています。

私は、理科の授業をするとき、野外や校外施設での学習を多くとり入れるようにしています。
機会をとらえて、教室や花壇などで、身の回りの草花や生き物などに児童が興味・関心をもつようなはたらきかけをしています。

機会をとらえて、自然の美しさ、不思議さなどについて、児童が興味・関心をもつようなはたらきかけをしています。

機会をとらえて、自然の力や人間の力について、児童に考えさせるようなはたらきかけをしています。
私は、理科の授業で、児童の興味・関心や問題意識を高める工夫をしています。

研修は、その後の理科の授業に活用できましたか。活用できなかった方は、その理由を記述してください。

私は、Ａ領域（生物とその環境）の研修に参加したい。

児童の理科離れはあると思いますか。「ある」と答えた方は、どんなところでそう感じられたかを記述してください。

私は、他校種との合同研修に参加したい。
理科について研修したことを校内で伝達や報告をしています。

私は、B領域（物質とエネルギー）の研修に参加したい。
私は、C領域（地球と宇宙）の研修に参加したい。

小学校及び中学校の理科教育に期待することを記述してください。

上記の質問２２～２８以外で、研修したい内容があれば、記述してください。

資料１　　

私は、実験では市販の教材キットを使います。
本校では、教科部会などの組織で、理科室を整備しています。

私は、C領域（地球と宇宙）の指導が得意です。
理科の授業で、指導しにくいと感じていることはありますか。ある方は、領域と単元、負担を感じる理由を記述してください。

　○調査実施：平成１５年７月実施　　○調査対象：東京都公立小学校教員２５１名、公立中学校教員２００名・都立高等学校教員３１３名

よくあてはまる、だいたいあてはまると回答した割合（％）

理科離れと
感じるところ



教科教育の充実のための教員研修の在り方に関する研究（理科教育） 

 60

３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 小学生 中学生 高校生
【７９▼】
８３↑
（８１）

【８２▼】
８４↑
（８２）

【７４▼】
７８▼
（８０）

【５５▼】
６７▼
（７０）

【５９▼】
６３▼
（６６）

【４４▼】
５７↑
（５３）

【５３▼】
５９↑
（４７）

【３７▼】
４５
－

【３５▼】
３７
－

【４４】
４４
－

【７３▼】
７８

（７８）

【５２▼】
６０↑
（５５）

【３９▼】
４２
－

【８３▼】
８８↑
（７８）

【８１▼】
８５

（８５）

【８１▼】
８４

（８４）

【７３▼】
８３▼
（８８）

【７４▼】
７９▼
（８６）

【６１▼】
７８↑
（７７）

【６７▼】
７９↑
（７３）

【６３▼】
６７
－

【５８▼】
６１
－

【５８▼】
６４
－

【８０▼】
８５↑
（８４）

【６７▼】
７９↑
（７８）

【６０▼】
６４
－

【６４↑】
６１↑
（５３）

【５４↑】
４７↑
（４３）

【５４↑】
４０↑
（３８）

【４０↑】
３３

（３３）

【４１↑】
２６▼
（３３）

【２９↑】
２６↑
（２４）

【３７↑】
３０↑
（２５）

【２４▼】
３３
－

【２８↑】
２７
－

【３６↑】
３５
－

【５３↑】
４５↑
（４２）

【３６↑】
２８

（２８）

【２９▼】
３２
－

【７８】
７８▼
（８２）

【７２↑】
６５▼
（７５）

【７０↑】
６６▼
（６８）

【６２↑】
６１▼
（６５）

【６７↑】
５４▼
（６７）

【５６▼】
５７▼
（６７）

【５５↑】
５１▼
（６３）

【５８▼】
６２
－

【５６▼】
６３
－

【５２▼】
６２
－

【７１↑】
６７▼
（７３）

【５９↑】
５４▼
（６５）

【５５▼】
６２
－

【７９▼】
８４

（８４）

【６２▼】
８２▼
（８４）

【６５▼】
７９▼
（８３）

【５４▼】
７６▼
（７８）

【５９▼】
７９

（７９）

【５０▼】
７３▼
（７４）

【４９▼】
７１▼
（７５）

【３８▼】
７７
－

【４０▼】
７８
－

【３７▼】
７５
－

【６５▼】
８０▼
（８２）

【５３▼】
７５▼
（７６）

【３８▼】
７６
－

【７８▼】
８４

（４３）

【７２▼】
７７

（３９）

【７１▼】
７５

（３４）

【６７▼】
８２

（３２）

【７８↑】
７６

（３７）

【７５▼】
８０

（３８）

【７５▼】
８４

（４５）

【８１▼】
９３
－

【８７▼】
９３
－

【８３▼】
９３
－

【７２▼】
７９

（３７）

【７６▼】
７９

（３７）

【８４▼】
９３
－

【８５▼】
８９↑
（８０）

【８１▼】
８７↑
（８４）

【８５▼】
８８↑
（８３）

【８１▼】
８９↑
（８６）

【８８↑】
８６▼
（８８）

【８０▼】
８６▼
（８９）

【８２▼】
９３↑
（９０）

【８７▼】
９６
－

【８９▼】
９６
－

【９２▼】
９４
－

【８３▼】
８８↑
（８４）

【８３▼】
８８▼
（８９）

－
９５
－

【６９↑】
６０

（６０）

【５４↑】
４４▼
（５０）

【５２↑】
３１▼
（４３）

【３８↑】
３０▼
（３８）

【３８↑】
２９▼
（３６）

【３７↑】
２８↑
（２７）

【３６↑】
２５↑
（２４）

【４０↑】
２８
－

【４１↑】
２５
－

【４８↑】
３６
－

【５３↑】
４１▼
（４８）

【３７↑】
２６▼
（３０）

【４３↑】
３０
－

【７２↑】
６６↑
（５７）

【６６↑】
５１

（５１）

【５９↑】
４４

（４４）

【４３↑】
３６▼
（３８）

【４３↑】
３１▼
（３９）

【３０↑】
２９▼
（３０）

【３６↑】
３４↑
（２３）

【３８↑】
２８
－

【４２↑】
２５
－

【４５↑】
３５
－

【６０↑】
４９↑
（４８）

【３６↑】
３１

（３１）

【４２↑】
２９
－

【７１▼】
８２↑
（６０）

【７０▼】
７１↑
（６３）

【７３↑】
７１↑
（６６）

【７４↑】
７１↑
（６０）

【６９↑】
６８↑
（５８）

【５９↑】
５４↑
（４９）

【５２↑】
４９▼
（５１）

【５０↑】
４３
－

【４８↑】
４２
－

【４６↑】
３９
－

【７２▼】
７４↑
（６３）

【６０↑】
５８↑
（５３）

【４８↑】
４１
－

【４９↑】
４７↑
（４２）

【３９↑】
３７▼
（４２）

【３４↑】
２９▼
（３４）

【２２▼】
２７▼
（３５）

【１９↑】
１７▼
（２９）

【１７↑】
１１▼
（１３）

【１６↑】
９▼

（１０）

【１２↑】
７
－

【８↑】
５
－

【１２↑】
７
－

【３６↑】
３５▼
（３８）

【１７↑】
１２▼
（１７）

【１１↑】
６
－

【７９↑】
７８
－

【７４▼】
７５
－

【７８↑】
７２
－

【７０▼】
７５
－

【７９↑】
６９
－

【７５↑】
６８
－

【８１↑】
７７
－

【７９▼】
８１
－

【８４↑】
８２
－

【８０▼】
８１
－

【７５】
７５
－

【７８↑】
７２
－

【８１】
８１
－

【６９↑】
６８
－

【６０↑】
５７
－

【４６】
４６
－

【３６▼】
４１
－

【２７▼】
２９
－

【２８↑】
２０
－

【２３↑】
１６
－

【２０↑】
１６
－

【２１↑】
１３
－

【２６↑】
１８
－

【５３】
５３
－

【２６↑】
２２
－

【２２↑】
１６
－

【８９↑】
８８
－

【８６↑】
８０
－

【８１↑】
７４
－

【７２↑】
６９
－

【７１↑】
６５
－

【５７▼】
６０
－

【５６▼】
６０
－

【５２↑】
４０
－

【６２↑】
３４
－

【６２↑】
３６
－

【８２↑】
７８
－

【６１▼】
６２
－

【５９↑】
３６
－

【７５】
－
－

【６４】
－
－

【６１】
－
－

【４７】
－
－

【５１▼】
５７
－

【４２▼】
４９
－

【３６▼】
４２
－

【３３▼】
３５
－

【２８▼】
３４
－

【４１▼】
４２
－

【６２】
－
－

【４３▼】
４９
－

【３１▼】
３７
－

－
６８↑
（６６）

－
６０↑
（５５）

－
４８▼
（５１）

－
４６↑
（４４）

－
５７▼
（６０）

－
４３▼
（４６）

－
４９↑
（４７）

－
５６
－

－
５６
－

－
５４
－

－
５５↑
（５４）

－
５１

（５１）

－
５５
－

－
６０↑
（５２）

－
６０↑
（５３）

－
５１↑
（５０）

－
５２↑
（４５）

－
４７▼
（４８）

－
４４▼
（４９）

－
４８

（４８）

－
５４
－

－
５３
－

－
５２
－

－
５６↑
（５０）

－
４６▼
（４８）

－
５３
－

－
７８▼
（８５）

－
７３▼
（８６）

－
６５▼
（８３）

－
６０▼
（８０）

－
５６▼
（６６）

－
５２▼
（５６）

－
５６↑
（５５）

－
５７
－

－
５０
－

－
６１
－

－
６９▼
（８４）

－
５５▼
（５９）

－
５６
－

－
５２↑
（３８）

－
３５↑
（３３）

－
２３▼
（３２）

－
２０▼
（２３）

－
１８▼
（３０）

－
１８▼
（２３）

－
２３▼
（２５）

－
１９
－

－
１４
－

－
２１
－

－
３２

（３２）

－
２０▼
（２７）

－
１８
－

－
９０↑
（８２）

－
８９↑
（８１）

－
８０▼
（８４）

－
８１▼
（８２）

－
７９▼
（８２）

－
７１▼
（７４）

－
６７▼
（７３）

－
７１
－

－
７０
－

－
７０
－

－
８５↑
（８０）

－
７２▼
（７７）
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「児童・生徒の理科学習に対する意識調査」経年変化　集計結果 肯定的な回答（よくあてはまる、だいたいあてはまる）をした割合（％）

全体

○調査実施年度・調査対象　： 上段　平成１５年７月実施・東京都公立小学校児童１４９３名、公立中学校生徒１１２７名、都立高等学校生徒９９８名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 中段　平成  ８年７月実施・東京都公立小学校児童１４９４名　平成９年７月実施・公立中学校生徒１１１５名、都立高等学校生徒１５２２名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 下段　昭和６２年度実施・小学校児童、昭和６３年度実施・中学校生徒

中学生

３　私は、理科の学習で、「なぜだろう」、
　「どうしてこうなったんだろう」と考えるこ
　とが好きです。

４　私は、理科の学習をするとき、教室や
　理科室より野外で学習する方が好きで
　す。

１２　私は、疑問に思っていたことがわかっ
　　て、うれしかったことがあります。

１５　私は、今、理科で学習していることが
　　生活に役立つと思います。

５　私は、草花に水をやったり、生き物の
　世話をしたりします。

６　私は、自然の風景を見て、美しいと
　思うことがあります。（夕焼けを見て
　感動する。）

７　私は、自然の力は人の力より大きな
　ものであると思います。

９　私は、学んだことを、自分で試したり
　使ったりしてみる方です。

８　私は、知りたいことやわからないこと
　があれば、自分で工夫して調べます。

１　私は、理科の学習がとても好きです。

設  問
高校生

２　私は、理科の学習のうちで、観察や実
　験をすることが好きです。

小学生

１０　私は、授業のとき、友だちと調べたり
　　話し合ったりすることがよくあります。

１１　私は、授業のとき、進んで発表します。

１３　私は、計算したり、表やグラフを使っ
　　たりして考えることが好きです。

１４　私は、自分で考えたり、作ったりする
　　ことが好きです。

２１　私は、先生に言われてするよりも、自
　　分で進んで調べる方が好きです。

１７　私は、地震や雷があると、大変こわく
　　感じます。

２３　私は、理科や学ぶことにより、ものの
　　見方や考え方が変わっていくと思いま
　　す。

資料２　

１６　私は、植木ばちの土がかわいていた
　　ら、気になります。

注記：○ 表中で、↑は増加を、▼は減少を表している。
        ○ なお、６の設問は、生徒が答えやすいように、昭和６３年度の調査の文（括弧内に具体例を示した）を改めた。結果を他の設問と同列に比較できないため、
　　　　　中段の増減の記号は付さなかった。

１９　私は、授業の終わった後で、わから
　　なかったのはどこかを見つけます。

２２　私は、理科の授業で、先生や友だち
　　からほめれらたことがあります。

２０　私は、学校の生活が楽しいです。

１８　私は、知りたいことがつぎつぎに出て
　　きます。
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